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労働面から何が必要か 

• 若年者の雇用環境の改善 
注意点：性差による効果の差異 
• 長時間労働の是正 
男性の家事参加と性行動 
• 両立支援 
女性が直面する仕事と育児（家庭）のトレード
オフ関係を緩和 
高齢者の高度活用 
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若年者の雇用環境の改善① 
日本の既存研究【酒井（2013）による】 

• 酒井・樋口（2005）：学卒時に無職や臨時雇用
だった者はその後の結婚・出産が遅い 

• 水落（2006）：男性では学卒直後の雇用形態が
正規の場合、初婚時期が有意に早まる 

• 太田（2007）：若年男性の短時間雇用者比率が
高まると女性の有配偶率が低下、独身女性の無
業率・失業率が高まると女性の有配偶率が上昇 

• Hashimoto and Kondo (2012)：学卒時の景気が
悪いと、低学歴の女性ではその後子どもをもつ
確率が下がるが、高学歴の女性では上昇する 
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若年者の雇用環境の改善② 
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若年者の雇用環境の改善③ 
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【論点】 
二極化問題への対処 
経済成長と企業による若年採用 
世代サイズと今後の若年就業環境 
高齢者雇用と若年者雇用の両立策 
あるべき教育政策 
etc. 
 
 
 



長時間労働の是正① 
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長時間労働の是正② 
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両立支援 
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【論点】 
少子化対策としての両立支援の有効性 
男女間のギャップ縮小⇒女性の負担の軽減 
キャリアの持続性をいかに確保するか 
etc. 
 
 
 



高齢者の高度活用① 
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高齢者の高度活用 
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【論点：70歳までの活躍を見据えて】 
定年延長はどうなるか 
世代間の代替問題 
異なる世代とのコラボレーション 
高齢者の能力開発 
etc. 
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